
ジ
ョ
ゼ
フ
・
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
マ
ル
ゲ
ー
ニ
ュ
ロ
・
司
・
冨
四
両
禺
唱
の
》

畠
９
１
局
＄
）
は
十
九
世
紀
中
期
に
活
躍
し
た
偉
大
な
外
科
医
の
一

人
で
あ
る
。
し
か
し
今
日
わ
れ
わ
れ
が
知
っ
て
い
る
の
は
骨
折
の
際

の
疹
痛
点
と
か
、
骨
盤
骨
折
と
か
鼠
径
部
の
線
な
ど
マ
ル
ゲ
ー
ニ
ュ

の
名
が
つ
い
た
も
の
が
あ
る
お
陰
で
あ
る
。
外
科
医
と
し
て
技
が
優

れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
学
者
と
し
て
視
野
が
広
く
、
例
え
ば
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
エ
ー
テ
ル
麻
酔
を
最
初
に
取
入
れ
た
外
科
医
と
い
わ

れ
、
手
術
成
績
を
表
現
す
る
の
に
統
計
的
な
手
法
を
用
い
た
り
、
ま

た
外
科
雑
誌
の
創
刊
を
手
掛
け
た
り
多
彩
な
活
動
を
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ギ
リ
シ
ャ
語
・
ラ
テ
ン
語
・
へ
プ
ラ
イ
語
な
ど
古
典
語
に

優
れ
た
語
学
力
を
そ
な
え
、
一
方
で
は
説
得
力
の
あ
る
表
現
を
用
い

て
多
数
の
文
献
を
書
い
て
い
る
。
な
か
で
も
医
学
史
を
無
視
し
て
は

い
け
な
い
と
熱
を
こ
め
て
強
調
し
た
人
で
も
あ
る
。

外
科
医
に
よ
る
外
科
史

ｌ
マ
ル
ゲ
ー
’
三
の
場
合
Ｉ大

村
敏
郎

彼
の
行
っ
た
事
業
の
一
つ
に
ア
ン
ブ
ロ
ァ
ズ
・
パ
レ
（
シ
ョ
耳
９
ｍ
①

思
忌
、
勗
己
ｌ
扇
ぎ
）
の
全
集
の
再
編
集
復
刻
が
あ
る
。
一
八
四
○
～

四
一
年
に
三
冊
本
と
し
て
出
版
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
パ
レ
全
集
完

全
本
と
呼
ば
れ
、
一
旦
影
の
う
す
く
な
っ
て
い
た
ル
ネ
サ
ン
ス
の
パ

レ
外
科
を
蘇
ら
せ
、
医
学
史
上
に
定
着
さ
せ
、
今
日
に
つ
な
ぎ
と
め

る
大
き
な
役
割
を
果
し
た
も
の
で
あ
る
。

昨
年
こ
の
マ
ル
ゲ
ー
ニ
ュ
の
完
全
本
を
も
と
に
、
そ
の
一
部
で
あ

る
パ
レ
の
骨
折
篇
と
脱
臼
篇
を
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
翻
訳
す
る
事
業
に

演
者
は
参
加
し
、
細
か
く
パ
レ
全
集
を
見
な
お
す
こ
と
が
出
来
た
の

と
同
時
に
、
そ
の
パ
レ
の
仲
介
者
で
あ
る
マ
ル
ゲ
ー
ニ
ュ
の
生
涯
と

姿
勢
に
強
い
関
心
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。

マ
ル
ゲ
ー
ニ
ュ
は
一
八
○
六
年
、
東
北
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ー
ジ
ュ
県

シ
ャ
ル
ム
で
生
れ
た
。
父
は
臨
床
医
で
あ
る
と
同
時
に
地
元
の
衛
生

官
を
兼
ね
て
お
り
、
息
子
に
跡
を
継
が
せ
た
か
っ
た
が
、
十
五
才
か

ら
四
年
間
ナ
ン
シ
ー
で
医
学
を
修
め
た
あ
と
パ
リ
へ
出
て
い
っ
た
。

こ
こ
で
医
学
を
一
層
深
め
る
か
た
わ
ら
文
学
的
興
味
、
古
典
語
へ
の

理
解
、
雄
弁
術
を
身
に
つ
け
る
の
で
あ
る
。
二
十
一
才
で
「
人
間
の

音
声
の
新
学
説
」
で
学
位
を
と
り
、
次
い
で
バ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
の

外
科
学
校
へ
入
学
す
る
。
一
八
三
○
年
に
「
視
覚
に
関
す
る
新
学
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説
」
、
翌
一
八
三
一
年
に
は
「
医
学
に
お
け
る
学
説
と
実
践
の
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
」
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
医
学
生
に
は
歴
史
と
文
学
の
教

育
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
サ
ン
・
ル
イ
病
院
と
シ
ャ
リ
テ

病
院
で
教
育
と
臨
床
を
行
い
、
一
八
三
四
年
「
手
術
外
科
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
出
版
。
一
八
三
五
年
教
授
資
格
者
と
な
る
が
外
科
教
授
の
座

に
つ
い
た
の
は
一
八
五
○
年
で
あ
る
。
一
八
三
八
年
「
外
科
解
剖
と

実
験
外
科
」
、
翌
年
「
オ
テ
ル
・
デ
ィ
ュ
病
院
に
お
け
る
一
七
九
○

年
以
後
の
骨
折
と
脱
臼
の
統
計
的
研
究
」
を
発
表
し
た
。
因
み
に
一

七
九
○
年
頃
の
オ
テ
ル
・
デ
ィ
ュ
は
有
名
な
外
科
医
ジ
ョ
ゼ
フ
・
デ

ソ
ー
（
］
。
”
の
昌
己
の
“
函
昌
↓
弓
路
ｌ
弓
韻
）
ｌ
日
本
で
は
デ
ゾ
ー
と
呼

び
な
ら
さ
れ
て
い
る
が
こ
れ
は
誤
り
Ｉ
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
り

医
学
部
も
外
科
学
校
も
閉
鎖
さ
れ
た
中
で
一
人
外
科
臨
床
と
教
育
に

大
活
躍
し
て
い
た
時
代
で
、
次
の
華
々
し
い
フ
ラ
ン
ス
外
科
を
担
う

人
々
の
育
っ
た
時
代
で
あ
る
が
、
創
感
染
に
対
す
る
方
策
が
な
く
手

術
成
績
は
惨
惜
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

パ
レ
全
集
の
復
刻
を
し
た
の
は
一
八
四
○
年
で
、
意
慾
に
あ
ふ
れ

る
マ
ル
ゲ
ー
ニ
ュ
の
外
科
史
へ
の
出
発
点
で
も
あ
る
が
、
こ
の
年
に

彫
刻
家
ダ
ピ
ッ
ド
・
ダ
ン
ジ
ェ
ー
に
よ
る
パ
レ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
生

地
の
ラ
バ
ル
市
の
広
場
に
た
て
ら
れ
た
。
パ
レ
の
没
後
二
百
五
十
年

を
記
念
す
る
と
い
う
一
つ
の
区
切
り
を
意
識
し
た
マ
ル
ゲ
ー
ニ
ュ
の

心
憎
い
ば
か
り
の
配
慮
が
み
ら
れ
る
。

マ
ル
ゲ
ー
ニ
ュ
の
そ
の
序
文
の
中
に
六
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
ま
で

の
パ
レ
以
前
の
外
科
史
を
語
っ
て
い
る
。
特
に
引
用
し
た
い
の
は
そ

の
初
め
の
部
分
で
、
「
科
学
史
は
長
い
間
わ
れ
わ
れ
に
無
視
さ
れ
て

き
た
。
特
に
内
科
に
比
べ
て
組
織
的
に
弱
い
外
科
で
は
、
一
つ
の
学

派
、
一
つ
の
時
代
の
狭
い
限
ら
れ
た
所
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
の
が

い
か
に
危
険
で
あ
る
か
判
っ
て
き
た
。
す
べ
て
の
国
の
す
識
へ
て
の
世

紀
の
業
績
を
見
渡
し
て
み
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
未
来
の
道
を
確
か
め

る
た
め
に
過
去
の
道
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」

そ
し
て
ま
た
「
パ
レ
は
私
に
と
っ
て
孤
立
し
た
一
外
科
医
で
は
な

い
。
時
代
の
先
頭
に
立
つ
代
表
的
な
人
物
で
あ
り
、
私
は
パ
レ
を
そ

の
時
代
全
体
と
共
に
語
り
た
い
と
思
っ
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。

マ
ル
ゲ
ー
ニ
ュ
の
パ
レ
全
集
に
加
え
注
釈
は
当
時
の
第
一
線
の
外

科
医
の
目
と
、
時
代
の
背
景
を
し
っ
か
り
と
り
い
れ
た
歴
史
家
の
目

と
、
さ
ら
に
生
涯
に
沢
山
の
文
献
と
い
く
つ
も
の
版
を
残
し
た
パ
レ

全
集
を
丹
念
に
調
べ
た
書
誌
学
的
な
目
に
よ
っ
て
し
っ
か
り
と
支
え

ら
れ
た
見
事
な
も
の
で
あ
る
。

一
八
六
二
年
に
引
退
し
三
年
後
の
一
八
六
五
年
に
マ
ル
ゲ
ー
ニ
ュ
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マ
ル
ゲ
ー
ニ
ュ
の
精
神
に
則
っ
て
、
ア
ン
ブ
ロ
ァ
ズ
・
パ
レ
の
没

後
四
百
年
を
め
ざ
し
て
、
日
本
に
大
き
な
影
響
を
残
し
た
外
科
の
源

流
の
正
し
い
評
価
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
慶
応
義
塾
大
学
・
医
史
学
研
究
室
）

は
こ
の
世
を
去
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
十
六
世
紀
の
大
外
科
医
ア
ン
ブ
ロ
ァ
ズ
・
パ
レ
（
一

五
一
○
～
一
五
九
○
）
に
つ
い
て
は
、
「
わ
れ
包
帯
し
神
こ
れ
を
癒
し

給
う
」
と
い
う
名
言
で
広
く
医
学
史
上
に
も
名
声
を
は
せ
て
い
る

が
、
高
遠
な
人
格
と
疾
病
の
治
癒
機
転
を
「
自
然
と
神
の
力
」
に
帰

し
た
こ
と
で
、
医
療
に
た
ず
さ
わ
る
敬
虐
な
姿
勢
が
世
界
の
人
々
の

心
を
捕
ら
え
て
い
る
。

ア
ン
ブ
ロ
ア
ズ
・
パ
レ
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
大
村
敏
郎
氏
の
数

々
の
論
文
で
発
表
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
パ
レ
全
集
が
フ
ラ
ン
ス
で
出

版
さ
れ
た
の
は
一
五
七
五
年
で
、
オ
ラ
ン
ダ
を
通
し
て
日
本
へ
入
っ

て
き
た
の
が
一
六
七
○
年
頃
で
あ
る
。

今
回
（
昭
和
五
十
九
年
十
月
二
十
八
日
）
、
約
三
百
年
振
り
に
パ
レ
全

集
（
マ
ル
ゲ
ー
ニ
ュ
版
一
八
四
○
’
四
一
刊
）
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
骨

折
篇
・
脱
臼
篇
を
大
村
敏
郎
氏
の
監
訳
・
東
京
都
柔
道
接
骨
師
会
訳

パ
レ
全
集
の
骨
折
篇
・
脱
臼
篇
で
み
る

キ
リ
ス
ト
教
思
想

我
部
正
彦
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